
令和４年度
松江市原子力防災訓練の結果について

令和５年２月

松江市防災部原子力安全対策課
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（１）はじめに

• 本市では、島根原子力発電所での原子力災害の発生に備えて、松江市地域防災計画(原子
力災害対策編)や松江市原子力災害広域避難計画を策定しています。

• 地域防災計画等に基づき、島根原子力発電所から30km圏内の２県６市の合同により、
原子力防災訓練を毎年実施しています。

• 令和４年度は、行政機関及び関係機関で行う初動対応訓練や住民参加による避難訓練
等を行い、感染症対策も踏まえた本市の対応を確認･検証し、課題の抽出を行いました。

（２）実施日・主な訓練など

• 令和４年11月７日(月)
<主な訓練> 初動対応訓練、本庁・支所災害対策本部設置運営訓練、広報活動訓練、

PAZの在宅避難行動要支援者の避難誘導訓練、関係機関等への情報伝達訓練
<参加者数> 市職員109名、住民58名、関係機関268名 合計435名

• 令和４年11月12日(土)
<主な訓練> UPZ住民の広域避難訓練(大野地区から飯南町、八束地区から岡山県総社市)、

広報活動訓練
<参加者数> 市職員69名、住民105名 合計174名

✓ 中国電力から配備された福祉車両を用いて、避難行動要支援者（以下、「要支援者」）を
想定した避難誘導訓練を鹿島地区で実施。

✓ 市として初となる住民の自家用車による広域避難訓練を大野地区で実施。

訓練のポイント

１ 訓練の全体概要
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２ 主な訓練別の結果

• 地震と原子力発電所での事故発生による複合災害を想定し、施設敷地緊急事態から全
面緊急事態までの初動対応手順の確認や災害対策本部会議を開催し、国・県とテレビ
会議を通じた防護措置の実施方針等の確認、国からの指示・要請事項を踏まえた市の
対応方針の決定を行いました。

（１）初動対応訓練・災害対策本部設置運営訓練：11月7日(月)

災害対策本部会議の様子

• 12日には、市内全域を対象に緊急速報(エリア)メールを発出するとともに、さまざま
な手段により広報を行いました。
広報手段：防災メール、市HP、SNS、屋内告知端末おしらせ君、屋外スピーカー、広報車、外国人向けFacebookなど

• マーブルでの放送や新たにデジタルサイネージなどを用いた訓練広報も行いました。

（２）広報活動訓練：11月7日(月)・12日(土)

• 学校や公民館などに対して、防災行政無線やFAXにより原子力発電所で事故が発生し
た旨の連絡を行いました。

（３）関係機関等への情報伝達訓練：11月7日(月)

合同対策協議会（テレビ会議） 屋外スピーカーによる広報 消防団による車両広報 3



２ 主な訓練別の結果

• 鹿島支所において災害対策本部会議を開催し、要支援者の避難、住民への広報などの
対応を確認・決定しました。

• 避難に時間がかかる要支援者を想定し、市職員と地区の防災組織の方が住民宅を訪問
のうえ避難可否や福祉車両等の必要な避難手段の聞き取りを行い、避難することでか
えって健康リスクが高まると想定した方を福祉車両により放射線防護対策施設※（特
別養護老人ホームあとむ苑）に搬送しました。

（４）在宅避難行動要支援者の避難誘導訓練：11月7日(月)

支所災害対策本部会議の様子 福祉車両による避難誘導 船舶避難訓練の様子

必要な支援内容の確認 福祉車両による避難誘導

参加者
要支援者役住民（約40名）
地区の防災組織（4名）・市職員

要支援者役住民（5名）
地区の防災組織（6名）・市職員

※放射性物質の除去フィルターを通した正常な空気を建物内に送風する設備を備えた建物

• 中国電力が配備した福祉車両の要請や搬送手順、地区の防災組織及び中国電力との連
携を確認することができました。

• また、訓練に併せて、避難計画の説明や福祉車両の紹介、海上保安庁と陸上自衛隊に
よる避難訓練を視察いただきました。
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２ 主な訓練別の結果

• 原子力災害が発生し、大野地区・八束地区に避難が指示されたとの想定で訓練を行いました。

• 参加者は、住民広報を確認したうえで、自家用車もしくはバスにより避難先へ避難しました。

• 一時集結所では、市職員が健康確認、乗車受付、安定ヨウ素剤の配布を行いました。

（５）広域避難訓練：11月12日(土)

地区
(避難先)

住民数 一時集結所等 車両
避難退域時
検査会場

支援ポイント・
感染症検査会場

避難経由所 避難所

大野
(飯南町)

２５名 大野小学校 バス２台、搬送車１台
道の駅

たたらば壱番地

－ 道の駅
赤来高原

赤名農村環境
改善センター

６名魚瀬世代間交流会館バス１台、搬送車１台

２０名自宅(模擬:公民館)自家用車１０台 中山間地域研究ｾﾝﾀｰ

八束
(岡山県総社市)

２２名 八束支所 バス２台・搬送車1台 大山パーキング
エリア

－
総社市
武道館

総社市
武道館１１名 八束テニスコート バス１台・搬送車1台

※計画上の一時集結所は、大野地区：大野小学校、魚瀬世代間交流会館、松江総合医療専門学校
八束地区：八束学園、八束テニスコートを指定

【各 地 区】 【避難先自治体】

避 難 所

徒歩など

（順次開設）

一時集結 所

バス避難の集合場所

在宅の避難行動要支援者は
広域福祉避難所へ

交通規制

広 域 福 祉 避 難 所

避難行動要支援者など
※自家用車、バス等での避難が
困難な方は福祉車両等で避難

自宅

避難ルート

避難経由 所

避難先自治体の目的地
ここから避難所へ誘導

自家用車

バスなど徒歩
など

避難退域時検査の実施

放射性物質放出後に避難する場合、
避難経路の途中で放射性物質による
汚染状況を確認
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２ 主な訓練別の結果

• 避難の途中では避難退域時検査を行い、避難経由所では避難退域時検査済証の確認、避
難車両の誘導、避難所への誘導が行われました。

• 飯南町の避難所では、テントの設営、避難所生活におけるルールの話し合いや飯南町の
町勢紹介が行われました。

• 総社市の避難所では、避難所生活におけるルールの話し合い、ペットと同行避難された
際の受入れ方法の紹介などが行われた後、本市と中国電力による講演を行いました。

（５）広域避難訓練：11月12日(土)

一時集結所受付の様子 避難退域時検査済証などの確認 飯南町避難所（テント設営） 総社市避難所（運営委員会）

• 訓練により、広域避難計画、県が作成した感染症対策対応マニュアルや避難先自治体の
受入れマニュアルに定められた手順等に問題がないか確認できました。

• 一時集結所での受付に時間を要したことから、手順や資機材の見直しを行うことや、
自家用車避難では降車するインターチェンジを間違ったケースがあったことから、訓練
においてもより分かりやすい誘導方法とすることなどを検討してまいります。
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３ 訓練後の取り組み

• 来年度以降、より多くの住民が参加、経験できるよう市独自の訓練の実施を含め、
訓練の実施日や実施規模の調整を行います。

• 訓練から得られた成果などをもとに、市広域避難計画などの修正を行います。

（３）今後の方針

（１）市報への折り込み

• 訓練の実施結果をまとめた原子力広報

誌を、「市報松江(令和５年２月号)」

に折り込み、配布しました。

• 実施結果では、各訓練項目の実施内容

や写真により広報を行いました。

令和5年2月号

• 1月19日（木）に２県６市、国や県警

などの関係機関が参加する会議におい

て訓練の振り返りを行いました。

• 会議では、各県・市による結果報告や

外部機関による評価結果、参加者アン

ケート結果が公表されました。

（２）評価会議の開催

7



（１）避難行動要支援者の避難誘導訓練

４ 訓練参加住民へのアンケート結果

8人

（21%）

16人

（42%）

11人

（29%）

3人

（8%）

十分理解している

概ね理解している

あまり理解していない

理解していない

21人

（58%）

15人

（42%）

あり

なし

Q．これまでに松江市原子力災害広域避難計画の説明を受けた
ことがありますか。

Q．原子力発電所で事故が起きた場合、初めに避難に時間がか
かる避難行動要支援者などへの避難指示が出た後、その他
の住民に対して避難指示がでることをご存じでしたか。

Q．訓練での屋外スピーカーや広報車による広報活動は聞き取
りができましたか。

10人

（26%）

19人

（50%）

6人

（16%）

3人（8%）

十分できた

概ねできた

あまりできなかった

できなかった

Q．今回の訓練では、連絡がとれない在宅の避難行動要支援者
を想定し、必要な支援内容を市職員と地区の防災組織（一
部地区）が訪問の上、聞き取りする訓練を行いました。本
訓練の趣旨について理解できましたか。

9人

（24%）

11人

（29%）

16人

（42%）

1人（2.5%）
1人（2.5%） 訓練参加前から理解してい

た

訓練に参加してよく理解で

きた

訓練に参加して概ね理解で

きた

あまり理解できなかった

理解できなかった 8



（２）大野地区広域避難訓練 バス

今回の訓練に参加されて、今後に役立つ内容だとお感じ

ですか。［〇はひとつ］

「
十
分
役
に
立
つ
」

17
名
（
61
％
）

「
一
部
役
に
立
つ
」

11
名
（
39
％
）

全員が「十分役に立つ」
又は「一部役に立つ」と回答

原子力災害時の避難の内容・方法のご理解

（訓練参加前後）

「
十
分
理
解
し
て
い
る
」

11
名
（
38
％
）

「
概
ね
理
解
し
て
い
る
」

15
名
（
52
％
）

「あまり理解していない」
３名（10％）

「
深
ま
っ
た
」

18
名
（
64
％
）

「
多
少
深
ま
っ
た
」

10
名
（
36
％
）

全員が理解が「深まった」
又は「多少深まった」と回答

バス避難時の感染症対策（手指消毒・咳等の自覚症状等の

確認、検温）を理解できましたか。［〇はひとつ］

「
十
分
理
解
で
き
た
」

16
名
（
55
％
）

「
概
ね
理
解
で
き
た
」

13
名
（
45
％
）

緊急速報メール

防災無線(屋外ｽﾋﾟｰｶｰ)

テレビ

防災メール

広報車

ラジオ

SNS

島根県避難ルートマップ

様々な手段で避難などの情報提供を行いました。これらの

うち確認できたものはどれですか［〇はいくつでも］

0 2010

４ 訓練参加住民へのアンケート結果

全員が「十分理解できた」
又は「概ね理解できた」と回答
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今後の他地区での自家用車による広域避難訓練の実施に

ついて。［〇はひとつ］

ガソリンスタンド

食料や水などの販売店

一般トイレ

病院（診療所）

バリアフリートイレ

その他(ATM,ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ)

原子力災害時に自家用車で避難先へ移動することを想定
した場合、どのような情報が必要だと思われますか。
［〇はいくつでも］

今回の訓練に参加されて、今後に役立つ内容だと

お感じですか。［〇はひとつ］

スマートフォン等の地図アプリ

地区別避難計画パンフレット

カーナビゲーション

島根県避難ルートマップ

参考にしたものはない

避難先に移動する際、参考になったものはなんですか。

［〇はいくつでも］

0 84

0 6

全員が「他地区でも実施すべき」
と回答

「他地区でも実施すべき」
13名（100％）

「
十
分
役
に
立
つ
」

７
名
（
54
％
）

「
一
部
役
に
立
つ
」

６
名
（
46
％
）

全員が「十分役に立つ」
又は「一部役に立つ」と回答

４ 訓練参加住民へのアンケート結果

（３）大野地区広域避難訓練 自家用車

12
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原子力災害時の避難の内容・方法のご理解

（訓練参加前後）

「
十
分
役
に
立
つ
」

17
名
（
61
％
）

「
一
部
役
に
立
つ
」

11
名
（
39
％
）

全員が「十分役に立つ」
又は「一部役に立つ」と回答

「
十
分
理
解
し
て
い
る
」

9
名
（
27
％
）

「
概
ね
理
解
し
て
い
る
」

17
名
（
52
％
）

「あまり理解していない」
7名（21％）

「
深
ま
っ
た
」

26
名
（
79
％
）

「
多
少
深
ま
っ
た
」

7
名
（
21
％
）

全員が理解が「深まった」
又は「多少深まった」と回答

「
十
分
理
解
で
き
た
」

16
名
（
55
％
）

「
概
ね
理
解
で
き
た
」

13
名
（
45
％
）

今回の訓練に参加されて、今後に役立つ内容だと

お感じですか。［〇はひとつ］

「
十
分
役
に
立
つ
」

28
名
（
85
％
）

バス避難時の感染症対策（手指消毒・咳等の自覚症状等

の確認、検温）を理解できましたか。［〇はひとつ］

全員が「十分理解できた」
又は「概ね理解できた」と回答

「
一
部
役
に
立
つ
」

5
名
（
15
％
）

「
十
分
理
解
で
き
た
」

25
名
（
76
％
）

「
概
ね
理
解
で
き
た
」

8
名
（
24
％
）

SNS

県・市ホームページ

島根県避難ルートマップ

広報車

防災メール

テレビ

防災無線（屋外スピーカー）

緊急速報(エリア)メール

様々な手段で避難などの情報提供を行いました。これら

のうち確認できたものはどれですか［〇はいくつでも］

0 2010

４ 訓練参加住民へのアンケート結果

（４）八束地区広域避難訓練 バス
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⚫ 避難計画パンフレットの周辺案内図にGS、郵便局、ATM、コンビニなど記載してあるとよい

⚫ 常日頃より、広報誌等において原子力防災訓練について知識を得ることが出来るが、やはり

本日の訓練に参加し、体験することが実際の有事の際に役に立つと実感した次第です。

今後、多くの皆さんが参加できる様、行政サイドにお願いする次第である。

⚫ 今回は訓練だったので事前に準備等できましたが、実際に避難となった時には、行政や中電

の方がたくさん出かけることは難しいと思うので、一人一人の意識が必要だと思います。

他人事ではなく自分のこととして捉えられるといいなと思いました。 他地区でもこの訓練

は必要だと思います。

今後の訓練、避難計画及びパンフレット改定の参考とさせていただきます。

（１）在宅避年行動要支援者の避難誘導訓練

（２）広域避難訓練

⚫ より多くのお年寄りの方々に参加していただきたい。地区での役割を再徹底する必要性があ

るので、今後早いうちに検討したい。

⚫ 何回か防災訓練に参加させて頂いていますが、思うことはシナリオに無い訓練を行い、自分

の考えでどう行動するかが重要だと思います。また、一番心配なのは、訓練通り行動できる

か、そのためには避難訓練を重ねる事だと思います。

⚫ 大田市への避難時に渋滞が心配である。

４ 訓練参加住民へのアンケート結果

参加住民へのアンケート（自由記述欄）
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